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1・職の雷鮎川…これませの豪等地帯対鴇で吼冬期居住1）についで本柵な儀繭はなされてなく，‥＝犀生労彿

省が報している丁蝉支援ハウス」（平感泣年度与り鳩齢着生括鱒祉センターゴま′として実施）・の事業の中で，

冬期のみ利用している高齢者を受け坤や沌施如iみ－られるにと＿どまる・否冬期居住顔中で庭最も多心、搬パター

ンは・イ高齢者生活腐蝕もシターJの丁鱒利用として冬那輝泊す叫ので，、いずれも・ゲイサーゼ曳施殻を臓し

てお机その他ショートステイ楓特即養護老人率－ム・グ加Tプホヤム等との一併殺もみられる胤）ニーまた総務

省の過ヰ地域を対象とする細として・「過疎地域集落再縄儀事業J牒あサ，－そゐ中で守季節居住韻地整傭事業」

として，冬期間など祁的に居住するためにあるが・利用実績はまだない・近年の中山間地域の集落対策として，
季節的な集住という観点からも検討されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・甘7

本報は・このような現状を郎え島根県邑南町羽須美地区における取。組み事例を報告寸志と・ともに，中山間

兼務制こおける高齢者単身世帯等の生活を支援するため，冬期居住の方策について実態を把握することを日鵬
している．
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（1）轟徽帖納■：邑柵の概要吼島糾中鰍こ位瞥摘鴨畑綽朗1日川棚美札硝穂町，旧石見町の

三町村が合併して鮎した町であろ・全町の人口は12・093人（男‥5・679｛・女‥6，4叫？牒鱒駄嘲帯で，
高齢化率39・劇である（地3・3・1翳し高齢者生活支援事業にづいすはf：⊥玖iらし細密及鵬の鞘を鳩
にした鴨急通報装置貸与事業」や「生活管理指導短期宿渦事業（安心ショートステイ）J・「邑南町高齢鞘外出支
援事乳一・囁色サーゼスJ等∴柵祉に特化した事象を行っている．＿

脚色帥旧和義袖山8和美相島柳の輔軌相山脈の山間地即位卑し1鱒眼雉唱王府隠し

鵬は、1叫mから則肋吼∵気温は比較的温暖であるが∴冬季止は積雪のか＿、埠料、坤軸如緬三寛舞われる埠
削あるJ即日通年に旧口羽村と貯阿須那村が合併し・・羽羽　村柵を撫軌た当陶人亘如細入で皐？たトか
し豪雪や度重なる豪雨災書籍での＊家離村への純榊亜年代細ま経済成長とともた害者碑群市へ卑韓肌糊

化が軌だ・平成豊年河野闊壷の結果によれば・羽頗地区の概封も人叫声知人㈲翻地区細入両地区812

人）・世職7鱒殉準則区郷戸・‾欄地翠紬軌町やら鱒鱒年の琴蟹桓人具．1薄紺何剰地
区15胤口羽地射l・梢）・世蕎数鋸純減（阿猟那地区1吼帆廿羽地区・8，2％）であるこr－r－

4・安心センターはすみJ＝当センターは・▲邑南町社会福祉協議会が琴営する「噸考生藩敵もンター（デイサ

ービス部門・居住椚・ショートステイ椚）」と邑柵か運営する順簾センタ一拍禰門か・らなる施鱒である（表2・図1）．
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写真1・r安心センターはすれ外畿



写真2・r安心センターはすみ」鼻仕儀（内儀

（1）設鷹目的は・①在宅の鰯な紺青に適所によって・入浴・食事・リハビリ・レクレーシチン等を通して，健

康の維持向上や孤独感の柳を降り・家族の身体的・精神的負担の軽軌三・⑳住民の鍵廣磨く施鹿Ly的lと

あった保健サ」ビスを行う拠点として・－＝梶健指導や栄射踊・各種検診等を行うこどやあざ・触対象？細部
門札高齢のため自宅においての生活に不安のある人のために・一定期間住居を礎供することを腋的とし七いる．

建設当初吼利用柵を主に冬期間（11月から翌年3月まで）・としていたが仁介護保険め運用後払1年を通して

（2）入居定如15名で，13一触（2部屋－：夫婦楓11割屋上1人部屋）である・対象者吼原則噛0和上の一人

暮しの者・夫婦のみの世帯に員する者及び家族による援助を受けることが困難な者であって高鱒等めためlこ独
立して生活することに不孝のある者である．

（3）入所基恥入居時に要介軌までとし・入居中に要介護2まで鳩められる・入所希軸桝清書を即し，
居住入所総会と良壷榊での聞き取り鋼査の後・入居の事否が決定される・r審査会爛痕員は鱒高齢者生絹
祉センター（在宅介護革援センタ∵）・②社舗祉協議全局息・③地域包括支脾ン＝ヶ」，細腰長ご⑧福祉課
長・⑥事務局（町民税祉担当）の6人で・・♯査会は蒼宜，牢き部屋が生じた場合に陣催される．

（粛現在の入居着払13人（男性2人女性11人夫婦入居者2組のうち男性2人が入院中のため人数含まず）で，

年齢構成は■75歳から92歳で・平均年齢ま84歳である（肥3・2・1現軌入居日は，平成18年が2人平成19年
が2人平成20年が1人平成21年が2人，平成22年が4人平成2㌢牢が2人である．

（5）入居朋は平均3～4年で，最患3か月，最長6～7年であったム・入居者の多くは瑚美地区住民であるが，町

村合錮16・10）後は地区以外からの利用者もみられた・暇当初は半数以上垂塞となることがあったが・平射1

年頃からは・2カ月以上空室と・なることはないが，入居者の入れ替っりは激しい・退居理由は，－①身体機能の悪化

（要介護3となる）・②特養・特老の予約の順番がきたため等である・自宅へ帰れるケースはほとんどないが，現

在までに1事例あって4週間程度（2週間を2回）帰宅したケースであった（入居者事例①：・85歳女性，要介削，
廿21・10入居・Ⅰ茂2・11から精神状態不安定に伴う体諷不良を訴える・現在入唐や）・入居者は∴蘇生会での昼食会

や，老人クラブと6回／年程度の時節交流会を行っている・入居者同志の交流もあって，買い物や見守り合いを行

うケースもある・しかし身体機能の低下によるもの忘れ等で・金銭トラブルにつながるケースもある．入居者の



5．まとめ

（1）r琴心セント肘叫‥当恥冬期居住のみを目的に印されたが∴入居著わ調鰯繭と五鱒年利扁
長期利用になり，最長咋帥根いう事例があぅた・しかし介護保痍鮒痩導入後町大所革軸㍉介縦走による

ため・介轍がすすむことで，樹を一余儀なくされる事例が多くみられた・同一鱒鱒ド・社軋鴨宮瑚輝明
設されていることは・入居者にとっては，安定した生活支嬢や見守。を鮒やすいととがわか身た∵しか礪埋草
側によれば，入居者を受け入れること自体が・地域での生活支嬢の不十分さを浮き彫りにしてい予と考えているよ

うである・しかし同・様な剛組みが，広捕三次市作木町鱒にもみられることから，今後め平山触鱒での必辛性

任）「岬の手ごおする嚢」：当会は・各集落の住民有志からなる組脈，地区社会短軸議会．の特即等員会として
位鮒けられていることに特徴がある・このことにより・一地域福祉を中心に・あら鴎坐転棟層に合わせて鱒動を
企画及び実施する・地区嘩広い組織や人材を構成員とする畑の福祉分野の触・由体との連携性に優れている等

の利点がみられる・今後は，生活支援プログヲ、ムを槻可能にするための料勤資金あ絢阻一癖体制の確立等．検

討棚は多くみられる・しかし地域の暮らしを支える仕組みを協腋推進する体制jくれの基準が成絢たこと頒価できる．
注　釈

注1）rⅣ0ひろしまね」http：′′mem叩ui・nOt／叩心事／top．血止

餌）「三次市高齢者冬柵定舶細い一牒らしの柵者や，冬縄に不安のある人の離職毅棒針と岬攣されて潮用叩叩

月から翌年の3月までである・肥2・4月より運営が【舶れi現在の利用者恥入で利用延喪を蕎乱でいる・当施腋も三次市立作木中

学校寄宿舎を改修し・指定管理者「嘩人元触らさくぎ」が運営するrグ′トプホームさくぎ天楽劇－？珊粉を利用している
（舵3・3・11インタビュー禰査に上る）．
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